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長
岡
空
襲
と
真
珠
湾
攻
撃
で「
戦

争
」
と
い
う
同
じ
痛
み
を
味
わ
っ

た
長
岡
市
と
ホ
ノ
ル
ル
市
。

　
両
市
の
交
流
が
３
年
目
を
迎
え

た
今
年
、
こ
の
平
和
交
流
を
一
歩

進
め
る
た
め
、
相
互
の
市
民
交
流

と
青
少
年
の
教
育
交
流
を
行
う
こ

と
に
合
意
。
森
市
長
（
日
米
友
好

の
架
け
橋
実
行
委
員
会
会
長
）
と

ホ
ノ
ル
ル
市
の
代
表
と
し
て
訪
れ

た
ハ
ワ
イ
日
米
協
会
会
長
・
エ
ド

ウ
ィ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
ス
さ
ん
が
合

意
書
に
サ
イ
ン
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
両
市
の
交
流
は
、
真
珠
湾
攻
撃

を
指
揮
し
た
山
本
五
十
六
が
長
岡

出
身
と
い
う
縁
も
あ
り
、
森
市
長

が
ホ
ノ
ル
ル
市
で
開
催
さ
れ
た
日

米
市
長
交
流
会
議
に
出
席
し
た
平

成
19
年
８
月
か
ら
交
流
が
始
ま
り

ま
し
た
。

仲
間
と
の
協
力
か
ら
生
ま
れ

た
絆き

ず
な

　
８
月
９
日
、
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
ホ

ー
ム
に
身
を
包
ん
だ
中
学
生
35
人

が
、
消
防
庁
舎
に
勢
ぞ
ろ
い
し
ま

し
た
。
彼
ら
は
「
未
来
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
育
成
講
座
」
の
受
講
生
。

消
防
士
さ
な
が
ら
の
10
種
類
の
訓

練
に
挑
み
ま
し
た
。

　
初
め
て
経
験
す
る
放
水
訓
練
や

救
命
講
習
に
瞳
は
輝
き
、
額
に
は

滝
の
よ
う
な
汗
。
慣
れ
な
い
包
丁

を
使
っ
た
食
事
の
準
備
や
簡
易
ベ

ッ
ド
を
組
み
立
て
る
寝
床
づ
く
り

も
行
い
ま
し
た
。

　
災
害
を
想
定
し
、
仲
間
と
協
力

し
あ
う
姿
か
ら
、
目
に
見
え
な
い

絆
が
芽
生
え
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。

災
害
時
に
生
か
す
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　
２
日
目
は
地
上
７
メ
ー
ト
ル
の

ロ
ー
プ
で
の
綱
渡
り
や
煙
が
充
満

地
域
防
災
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
２
日
間
の
日
程

で
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
未
来
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講

座
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

学
校
も
学
年
も
違
う
35
人
が
参
加
。
消
防
庁
舎
に
泊
ま
り
込
み
、

救
命
講
習
や
ロ
ー
プ
で
の
綱
渡
り
訓
練
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
に
は
、
市
内
の
中
学

生
22
人
が
ホ
ノ
ル
ル
市
を
訪
問
。

太
平
洋
戦
争
の
降
伏
調
印
式
が
行

わ
れ
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
見
学
や

パ
ン
チ
ボ
ウ
ル
国
立
太
平
洋
記
念

墓
地
で
の
慰
霊
の
献
花
な
ど
、
互

い
の
歴
史
を
理
解
す
る
交
流
が
深

ま
っ
て
い
ま
す
。　

　
今
後
は
、
中
・
高
校
生
の
教
育

交
流
を
軸
に
、
芸
術
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
、
産
業
、
観
光
な
ど
へ
と
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

4
国
際
交
流
課
☎
39
・
２
２
０
７

し
た
25
メ
ー
ト
ル
の
細
い
通
路
を

通
り
抜
け
る
訓
練
に
挑
戦
。
初
日

よ
り
さ
ら
に
過
酷
な
内
容
に
、
次

第
に
声
が
出
な
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
毛
布
を
使
っ
た
担
架

づ
く
り
や
放
水
の
タ
イ
ム
を
競
う

最
後
の
競
技
会
で
、
彼
ら
の
底
力

が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

　
真
剣
な
表
情
で
、
担
架
を
組
み

立
て
、
息
を
合
わ
せ
て
人
形
を
搬

送
す
る
メ
ン
バ
ー
。
声
を
枯
ら
し

な
が
ら
応
援
す
る
仲
間
た
ち
。
災

害
時
で
最
も
重
要
な
「
仲
間
を
信

じ
、
連
携
す
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
」
を
身
を
も
っ
て
学
び
ま

し
た
。

　
全
日
程
が
終
わ
り
、
少
し
日
焼

け
し
た
腕
で
修
了
証
を
受
け
る
彼

ら
の
表
情
は
晴
れ
や
か
。
こ
の
経

験
を
い
ざ
と
い
う
と
き
役
立
て
る

こ
と
が
、
未
来
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
彼
ら
に
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

未来を見つめ、平和への誓い 
ホノルル市と青少年の教育交流に合意

生
いのち

命・地域
ボクが守ると誓った夏
中学生が１泊２日で消防訓練

平成19年８月　森市長がホノルル市で開催さ
　れた日米市長交流会議に出席。ホノルル市
　長と平和交流で意気投合
平成19年11月　ハワイ州代表団がホノルル新
　潟県人会設立100周年事業の協力要請のた
　め森市長を表敬
平成20年10月　森市長を団長に親善訪問団が
　ホノルル市へ
平成21年８月　長岡市で日米友好の架け橋実
　行委員会が発足
平成21年12月　真珠湾攻撃追悼式典に長岡市
　代表団が出席
平成22年３月　長岡市の中学生22人がホノル
　ル市を訪問

長岡とホノルルが
創る明日

▲長岡市の中学生がパンチボ
ウル国立太平洋記念墓地で献
花（３月29日）

▼①消防団員の指導で放水訓練②指令室で119番受信訓練③地上40ｍのはし
ご車による救出訓練④救命講習⑤地上７ｍのロープでの綱渡り訓練

⑤ ②

①

④

③

未知

緊張

集
中

懸
命

極
限

▲合意書を掲げる森市長とハワイ日米協会会
長・エドウィン・ホーキンスさん
（８月３日）

両市の主な交流の歩み

【両市のこれから】
平成23年２月　ホノルル市の中・高校生を長岡雪しか祭りに招待
平成23年３月　ホノルルフェスティバルに参加
　○市民訪問団の派遣 （後日、市政だよりで募集します）
　○長岡花火の打ち上げ
※ホノルルフェスティバルの経費は９月定例会で審議予定


